
■ プロジェクトチームの目的

隣接市町間で調整しつつ取り組むべき内容に対し、相互
の取り組みのスケジュールや課題等の共有を図ることによ
り、円滑かつ確実な取り組みの推進を図る。

● H28年度の取組状況と検証

● H29年度の取組方針

● 出水期前の確認、点検

● 各関係機関の取組状況、課題の集約

● 今後の取組内容、スケジュール確認・調整 など

取り組みの実施・フォローアップの枠組み（案） 資料４-3

「名取川・阿武隈川下流の減災に係る取組方針」Plan

取り組みの実施Do

幹事会の開催 （毎年５月頃）Check

フォローアップ （毎年６月頃）Action

出水後の検証、自己チェック

とりまとめ

プロジェクトチーム（PT）について （案）

残りの市町については、
先行事例を踏まえて、
今後取り組みを実施

オブザーバー 宮城県、気象台、仙台河国

角田市、丸森町、亘理町、
山元町

チーム

■ 協議の進め方

○ PT会議を年間２回程度 開催（６月、１１月頃）

○ 毎回 協議内容を決めて情報共有や取り組みの調整
を実施

○ PT会議の幹事はチーム内の市町で持ち回り

■ チーム編成

■ 主な協議内容

○ 想定最大外力を対象としたハザードマップの作成・配布

○ 隣接市町間の避難計画の策定

○ 隣接市町間の避難を踏まえた避難勧告等の発令基準の見直し

○ 隣接市町間の避難に着目したタイムラインの作成及び運用

○ 大規模工場等への浸水リスクを周知するとともに、自治体と
連携した水害対策等を実施する体制づくり

連携による取り組み

関係機関が連携し、
毎年継続的に取り
組むべき事項

○ 出水期前の確認・
点検

○ 合同訓練 など

隣接市町間で調整
しつつ、取り組む
べき事項

○ 隣接市町間の
避難計画の策定

など
（右記参照）

ＰＴによる取り組み個別による取り組み

関係機関が単独で、
継続的に取り組む
べき事項

○ ハード対策
○ 水防団、住民への

情報提供 など


